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 For a year, I stayed in . the United States. During that term, I studied various 

Transpersonal Psychotherapy in California. For two weeks, I lived with a woman who 

was a known shaman in New Mexico. Everyday I talked to her about the dreams . I had 

the night before, and I was able to analyze these dreams using themes she gave me. Af ter 

a while, I came to a realization. I had accomplished my goal. The shaman helped me to 

become aware of the significance of abandoning selfishness and taking responsibility for 

myself. My dream process facilitated this awareness effectively. From this experience, 

there would be so many interesting topics I convey. However, I will limit myself to some 

points. These are "The meaning of dream" , "Dream process" , "Selfishness and Respo-

nsibility" , which are basic points of "Transpersonal Self realization"

は じ め に

筆者 は1994年 か ら1995年 の一年間 にわた っ

て米国カ リフォルニア州 に滞在 し,禅 センター,

トラ ンスパ ー ソナル研究所,ユ ング研究所,

タ マルパ研究所 などで研修 を受 ける事がで き

た。研究 テーマは 「東西 の心理療法 と トラ ン

スパ ーソナルセ ラピーにつ いて」であ った.

そ の中で印象深 い体験 の一っ が,二 』一 メキ

シコで シ ャーマ ンと呼 ばれ る婦 人 と暮 らした

二週間で あ った.こ の間に筆者 の今後の人生

の方向 を決 あ る体験,死 の恐怖を超える体験,

そ してそれ らを支 え る利 己心 と責任 にっ いて

の洞察が得 られた.

*ど ぬま まさご 文教大学人間科学部人間学専修

そこに筆者を導いて くれたのは,筆 者の毎

晩見た夢であった.夢 が筆者を聖なるものへ

っまりユングのいうセルフへと導いてくれた

のである.

ここでは簡単 に夢 のプロセスをたどり,

「利己心と責任」にっいて考察 したい.利 己

心 と責任 という概念は心理学,人 間学のなか

でも重要な概念である。またセラピーを行 う

場合にもきちんとその深い意味を理解 してお

くべきであると考える.「利己心をとりのぞ

く」 ということは,古 今東西の宗教家,哲 学

者たちが述べてきたことである.し かし利己

心をのぞくことが,な ぜ必要なのかにっいて

それほど明確には述べられていない気がする.

また,人 間学においてはしばしば 「責任」 と

いう概念が使われる.厂 自由」「選択」という
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文脈 で使 われ ることが多 い.し か し,こ こで

はもっと深 い意味の 「章任」 につ いて珸 るつ、

もりであ る.

1.プ ロ ロー グ:ニ ューメキ シコへ むかう

バ スのなかで

カ リフォル ニアの禅セ ンターで知 り合 った

女性 ダーシ ャ(仮 名34歳)ζ 二人 でニ ューメ

キシコの シャーマ ンに会いに行 くことにな っ

た.2月 の夕方,サ ンフラ ンシス コか ら長距

離バ スに乗 り,4日 間乗 り続 けてニ ュー メキ

シコ州 のスプ リンガーというところに辿 り着

いた.こ の事態 の きっか けは,ダ ー シャが4

年 間 の禅 セ ンターの研修が終わ り,帰 国 に際

して,筆 者 に手紙 を くれ たことか ら始 まった.

そ の手紙 によ ると,彼 女 は夫か ら離 婚 の請

求 を受 げて悩 んで～・た.夫 は4年 前 に一緒 に

留学生 としてアメ リカに来て,と もに禅 を学

んで いたのだが,'そ の間に自分はホモセ クシュ

アルであ ると知 り,離 婚 を請求す るとと もに

す でに帰 国 して レまっていた.彼 女 は悩 み抜'

き,多 くのサ イコセ ラピス トの心理療法 を受

けたが,ま だ納 得ので きる解答を見付 け られ

なか ったのであ る.

サ ンフランシス コの出発 の時 にバ スは満席

で,9割 りが ブラックの人達で,私 はなにか

不満で イ ライ ラした空気 と殺気を感 じて,胸

騒 ぎをおぼえた.た しかに長距離バ スに乗 る

ひとは,ア メ リカで は車 を持てな い人 と飛行

機代が払 えない低所得階層の人達 なのだか ら,

ど こか荒 れて,人 生 に疲 れ,不 満だ らけの雰

囲気が漂 ってい るの も仕方 ないか と,自 分 を

納得 させ ていた.

と ころが,夜 中の11時,高 速道路を走行中,

恐 れて いた ことが現実 にな って しま,った.後

部座席 の男性 が大声 で立上 が り』「こいっ はゲ

イで,お れにち ょっかいをだ して くるんだ」

と叫 びだ した.す ぐに殴 りあいにな り,両 者

と もウイ.スキーの瓶 を割 り,そ れ を武器 に乱

闘が始 ま った.瓶 の破片 が筆者 の顔 まで とん

で きた.両 者をだれ も止め られず車内はパ ニ ッ

クにな っ『た.『二 人 とも血 まみれにな りゴ疲 れ

てきたところを乗客の男性たちが全員で二人

をノミスの床に採じ伏せ・パ トカーをまった・

警察の事情聴取 もあり,バ スはこの間4時 間

も止められてしまった.

その時筆者 は誰かが銃を撃ちはしないかな

どと考えて,と ても恐怖を感 じた.し かしこ

の時この事件が後に筆者 にとって意味深い物

にi繋がるとは,思 ってもいなかった.

2. ,シ ャ ー マン 「RornaMee」

RornaMeeは 英 国 出身 の60歳 の女 性 で あ

る.本 人 がシ ャー々 ンと名 のって いる訳で は

ないが,い っ の間 にか人 々がそ う呼ぶ よ うに

な ったそ うである.彼 女 は大金持 ちで,カ ナ

ダ,ス イス,イ タ リア,・その他世界中 に家 を

もち,飛 行機,・宝石 を もち,あ り とあ らゆ る

遊 びを し,酒,ク ス リに溺 れ,大 恋愛 そ して

失 恋のすえ,43歳 の時,自 殺 を図 った.医 者

が死の宣告 を し,死 体 として,船 で運 ばれて

行 く途中,す なわち死 んで13時 間後 に船 のな

かで生 き返 った とい う.1彼 女 の言葉 によ ると

「自分 は自分で はな くなり,神 の体 にな って

いた」 とい う.ま た 「頭の一部だけは自分で,

す べて は外 鉱上=神 か らきた.自 分 の体 は神

の物 にな っていて,自 分 を とお して神 が語 っ

た.す べての ことがそ うで あ った」 「それ ま

で はお金やい ろんな ものに執着 し,あ らゆ る

富を持 っていた.し か し幸せではなか った.

す べてを処分 し,す べて はな くな ったが,今

は,す べてが ある.以 前 は小 さい穴か ら外を

見て いたよ うな ものだ。」 と語 って くれた.・

ロルナが独 りですんで いた家 は.林 のなか

の一軒家で あ った.暖 炉 に火が燃え る居間 の

ほかに7つ のベ ッ ドルームが あり,広 いサ ン

ルームには花が咲 き乱れ,ガ ラス越 しに広大

な山々が紫 にそま って みえて いた.

マ ギL一とい う黒 の大 きな老犬 とシ ャルロ ッ

テ'とい う茶色 の若 い犬,そ して,ウ ッフ ィー

とい う猫 がいた.こ れ らは単 にペ ッ トとい う

だけでな く,セ ラピス トの役割 を して いた.

老 犬 が若 い犬 にセ ラピ「を教 え こむ とい うこ

とをロルナに教 え られた;事 実,筆 者 も彼等
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にどれほど癒されたかわからない.

3.癒 しのプ ロセ スと夢 のプ ロセス

〔第1日 目〕

早朝,真 暗な うちか ら起 こされる.,暖 炉 の

前 に,ロ ル ナ,,ダ ー シャ,筆 者の3人 が揃 う.

いよ いよ今 日か ら3人 の生活 と集 中セ ラピー

の始 まりで ある.ま ず,時 計を見 えない とこ

ろに しまう よ うに指示 され る.「 すべ て は 自

分 のハ ー トか ら感 じるままに動 きな さい.・食

べ る事,眠 る事すべて」 と.食 事 について は

ダイエ ッ トや栄養 などにつ いて は一切考 え る ド

必要 はない とい う話 しをきか され る∵他 者 を

ヒー リングしている と,エ ネルギー は減 るが

かな・らず またエネルギーに満 たされ ると言 う

事 だ.セ ラピーの費用 につ いて,彼 女 は次 の

よ うに述 べた.「 自分 はす べて売 るつ もり は

ない.し か し,次 の人達 のために ドネーシ ョ

ンを して欲 しい,自 分 の心 の額で よい.す べ

ては神 の もので,神 は万事で,す べて外 に出

て い くことでまた戻 って くる」「すべては回 っ

てい る」 と.コ ー ヒー缶 に ダ「 シャは100ド

ル いれたので,筆 者も伺 額入れ ることにした.

食 事っ き,セ ラピーづ きで2週 間分100ド ル

は余 りに も安 す ぎるか と思 ったが,.お 金を持

ち合 わせ ていない ダー シャの ことを配慮 して

しま った.(後 で夢分析 により追加 す る)

一 人一室 で居心地 よ く整 えて ある
.夜 ベ ッ

ドに横 にな ると,ロ ルナが きて体,頭,首 に

手 を当てて くれ る.額 に彼女の額が触れた時,

温 か く,柔 らか く母性 を感 じて涙が浮かんだ.

彼 女 は 「で きるだ け自我 を とるよ うに」 と指

示 を して出ていった.

『夢1』

急 に 「SWEEP」 とい う英 語 が出 て きた.

そ してか らSIP,SHIPで 船 のイメ・一ジ そ して

WEEPが 羊 の群れ にな って現 れた.

夢 を ロル ナに話す.自 分で も今回 は残 って

い るものを一掃 しにきたのだ と思 う.新 しい

ノ「 トを開 いて,夢 を書留 めようとした ら」 そ

こにカゴの扉 が開 いて小鳥が飛んで い くイラ

ス トが描か れていて,共 時的な ものを感 じた.

〔第2日 目〕

『夢2』 私 の家 の二階 に男性が来て,大 き

な キャベ ッを3個 くれた.夫 が嫉妬 して不機

嫌 になった.私 は 「ただ訪 ねて来 るの は自由

なのだか ら;私 にあた らないで」と反発す る.

宿 分のなかの評価者 が夫の姿を借 りている.

私 がSWEEPす べ きは,怒 り,・恐れ,罪 悪

感 だと思 う,評 価者 はもうい らないと感 じる.

ロ ルナは言 う.「 料理 も掃除 もす べて創 造

的 なことだ」 と.「 すべ てcreateな こ と と.し

てや ってい るので,そ こに怒 りはな、.家 の

中を綺麗 にす るの も,屋 根 を作 るの も,編 み

物 をす るのもすべてcreateな こ とで,す,べ て

10ve,Godか 』らきてい る」 と.

そ の日はB.ShieldandR.Galson(1990)

『FortheloveofGod』 を 読 む よ うに言 わ れ

る.

〔第3日 目〕

犬 たちと散歩を した.素 晴 らしいひ ととき

だ.広 々と した青 い空,濃 やかに芸術的 に枝

を広 げた樹 々,草 原,、マギーとシャルロッテ,

』石
,風,… ここにいるだ けで十分 だ.ア メ リ

カに来 たのは,こ のためだと思 う時間だった.

私 は この場所へ,導 かれて来た.こ こにい る

ことが意味 あることだ.す べて は調和 し,流

れている.

散 歩 か ら帰 るとロルナが 「Fallapart」 と

言 い,入 浴 を勧 めて くれ る.喜 太郎 の音楽 を

き くだけで泣 けて きた.ロ ル ナがだ ぎしめて

くれて出てい った.窓 か ら樹々と太陽を眺め,

気 持ちよ く泣 いた.50年 分 の涙を流 した.2

時 間以上 バス タブに入 り,夕 陽の沈むのをみ

て いた.そ の時 この構図 と位置,景 色 は私が

息をひ きとる時の構図 と同 じで あるこ.とに気

がっ いた.以 前 か ら私 には死 の瞬間 のイメー

ジが いっ もあ っ、た.

バ ス タブか ら出 ると,ロ ルナはあま りに私

が長 くバ スにはいっていた ことを笑 いなが ら

次 のよ うに言 った.「Thereisatyrannyto

suppressed・emotions.Thereislike・being

iロaprison.Weneedtoletouremotional

lifecatchupwithus,inordertosetour
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spiritsfree.Tearwashthewindowsof

soul,sowecanseewhereweare .going

andnotbeafraid」

〔第4日 目〕

『夢3』Y氏 が私 の研究室 に来てい る.ト

ランスパー ソナル学会 を作 ろ うと してい る私

は喜ぶ.私 が講義 を終 えて来 るとM教 授 が も

うY氏 は帰 った と言 う.私 はが っか りして,

学 会 を作 るのは時期尚早 なのだ ろうか と考 え

た.

『夢4』 外 にでてみ ると派手な看板 の店,

雑 煮 を注文す ると売 り切れていて,焼 いた餅

と変 わ った ものが出て くる。 まずい.有 名な

老舗 なのに こん なまず い物をだすなんて と,

当 てが外れてが っか りす る.

『夢5』 年老 いた名優が,若 者 に人 間は光

の エネルギーの束だ ということを教えている.

そ の俳優が彼 の体で多 くの光の形 を描 いて見

せ る.見 て いて美 しく,楽 しい気分 になる.

『夢6』 政治家た ちが,賄 賂 として美 しく

絹織物を無料で手 に入れた.と て も美 しい物

だ.私 は反体制側 に入 り,不 正 だ と怒 ってデ

モを してい る。

その 日ロルナに次のよ うに言 わ れた.「 あ

なたが トランスパー ソナル心理学 を教え ると

い うよ りは,あ なた自身 が トランスパ ーソナ

ルである.み んなにス ピリチュアル なところ

を伝 えなさい」 と.

〔第5日 目〕

『夢7』 イ ンデ ィア ンのテ ン トに住んで い

る.美 しい靴 を買 って いる.

『夢8』 私が家のなかで寛 いでいる.ブ ザー

が なる.誰 かが 出て いって話 して いる.ク ラ

イ ア ン トで ある男 の子が来 たのだ.し か し担

当の セラ ピス トの男性(私 が雇 ってい るらし

い)は 来 て いな い.先 週 も無断でやすんでい

て,私 はもうそのセ ラピス トを首 にすると怒 っ

てい る.

『夢9』 大学 の研究室の ようであ る.人 が

た くさん出入 りしてい る.私 はもう片付 けて

帰 ろ うとしていて,ひ とっの後 ろの ドアを閉

め る.(こ の ドアは普段 は閉 めてお き,余 り

使 わない)し か し,私 が閉 あて も閉 めて も,

ま た開けて来 る人が いる.こ こは使わ ないよ

うに と私 は怒 る.

〔第6日 目〕

『夢10』 二人 の女優の ような女 性が,黒 の

洋服 を買 っている.私 の好 きなデ ザイナーの

ものだ.「 その服 はあま りに沢山 売 れ過 ぎた

物 です.同 じ物 を着て いる人が多 いのは嫌で

はあ りませんか」 と私 はア ドバ イスをす る.

す るとその二人 の女性 はその服を買 うのを止

あ る.

『夢11』 小 学校へ何か手伝 いに行か なけれ

ばな らな くて人込 みを歩 いて いる.余 り行 き

た くない.そ ろそろ学校 も休み に入 るので,

も しか した ら行か な くて もよいか もしれない.

近 くの店 のひとにたずね ると,ま だ2,3日

あ る と言 う.私 は行 くことにす る一度帰 って

車 を取 ってこようと思 って走 る.他 の大勢 の

人 たちは,水 溜 まりを走 って いて苦 しそ うで

ある.私 は余力が あって大丈夫.

『夢12』 大 きな広間.俳 優の1(二 時 私 の

アニムス像で あった)が 侍の衣装で,男 達 と

争 っている.1が 私をか らかい,私 は喜 ぶ.

しか し,戦 いの あと,彼 は他の女 性 に関心 を

示す.私 は黙 って,そ れを指示 す るかの よう

に振 る舞 う.自 分 に嘘をついてい る.

〔第7日 目〕

ロル ナか ら課題 がだ され る.嫌 いな人,怒

りを覚え る人や事柄 をすべて書 きだ しな さい

と言 う事だ った.人 生 の中のすべての否定 的

側面を書 き出すの はかな り苦 しいことだった.

何 度 も吐 き気 を もよお した.

私 が林のなかで一人 で課題 に取 り組 んでい

るとマギ ーか シャル ロッテが遠 くか ら見守 っ

て くれて いる.ダ ー シャもこの敷地 の どこか

で苦 しみ と向 き合 ってい るのだろ う.私 が涙

を流 してい るとシャル ロッテが跳 んで来 て涙

をなめて くれた.「lmok,thanks」 と言 う

とまた離 れて行 く.

そ して,わ た しは洞察 を得 た.私 が嫌 った

り,怒 った り,憎 んでい る人 そ して事柄 はす

べて相手 に原 因があ るのではな く,す べ てが
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自分 のなかの投影 であ った と言 う事を確信 し

た.頭 で は分か っていたっ もりで も実感 した

くない事 であ った.そ して私 はすべてを許 さ

ざ るを得な くな って しま った.す べて は自分

のつ くりだ した幻影 であ ったのだ.

そ の時,世 界が輝 きはじめた 青い青いニュー

メキ シコの空が輝 き,そ こに,こ こに,私 の

まわ りに愛が満ち溢れ るのが見 えた.す べて

が神で満た され,私 はす っぽ り神 に包 まれて

いた.自 分 はすべてOKな のだ と感 じ,涙 が

溢れた.自 分が こんなに も神に愛されている,

神 が いっ も愛で包んでいて くれた ことを知 っ

た.

十 分 にみ たされ,こ の瞬間,死 んで もいい

と思 った.そ して ここに来 る時のバスの中の

乱闘を見た時の恐怖心 は死の恐怖 だ った こと

にきつ いた.し か し,神 の愛を知 った今,も

し神が 「今死 にな さい」 と命 じられれば,私

は 「はい,あ りが と うございます」 と微笑ん

で死ぬ ことがで きるとかん じていた.自 分 で

も不思議な感覚で あった.人 が本 当にみたさ

れれば死 の恐怖 は超え られ るのだ.キ リス ト

教 徒で もな く,仏 教 に親近感を持 つ私 であ っ

たが,確 か に,神 の存在を感 じ,死 を超 える

とい うことを教え られた.バ スの中の出来事

も私が死 と向 き合 うため に仕組 まれた,共 時

的に意味 ある事で あった と繋が りが見 えた.

この 日の体験 は50歳 の節 目として も大 きい

ものであ った.

〔第8日 目〕

『夢13』 私 はシ ャンプーす るために,花 で

い っぱ いの流 しの シンクに飛び込む.ロ と鼻

に石鹸の あわがっ く.さ か さまに飛び込 んだ

ので手を使 う事 ができない.私 は息がで きな

くて死 にそ うにな る.周 りの人々 は私の事 に

気付か ない。私 は全力 を振 り絞 って シ ンクか

らで る.そ して 目がさめる.

そ の 日なぜ,私 が ロルナのと ころへや って

来 たのか を彼女 に聞いて もら う.「 約25年 間

働 いて きたが,こ れか らの命 を燃やす物を見

付 けたい」 と..「また,Livinng/Dyingpro

lectに 関 心 を持 って勉強 しているが,自 分 の

気持 ちのど こか に他人のや らない事をやって,

評 価 を得 たいとい うような利 己的な気持 ちが

あ った ことに,気 付いた。」「昨 日私 は,愛 の

なかにいま した.そ して これ らの問題 は解決

しま した.・私が決め ることではない ことが分

か ったのです。」 「私 は神が運 び,与 える事 に

集 中 します.私 がすべ きことは,心 を開 き,

空 しくす る事,私 が しな ければな らない事 は,

唯一っ,利 己心 を捨て る事です」 と.

〔第9日 目〕

.『夢15』 私 と私 の家族 は新 しい大 きな家 へ

移 る.そ の家 には多 くの美 しい部屋 があ る.

わ れわれ は各部屋 を見て回 る.そ して家具 の

配 置を変 え る.そ の家 は非常に広 く,多 くの

部屋 があ り,美 しいので多 くの人 々を ここへ

招 くことがで きる と喜んでい ます.

庭 で は沢 山の少年 たちが遊んでいます.一

人 の少年 が他 の少年 たちに苛め られてい る.

彼 は片方 の靴 を隠 され たのだ った.私 は靴 を

捜 し出 して,そ の少年 に持 っていってあげる.

ロルナ はその夢 に関連 して,ネ イテ ィブ ・

インデ ィアンの昔話に,神 が靴を盗 まれて困 っ

てい るのを助 け るとい うテーマがあ ると教 え

て くれ る.(私 の夢7に イ ンデ ィア ンと靴 の

テーマがすでに見 られる。)彼 女 は私 の夢 の

少年 は神 だ とい う.

そ の後,ロ ルナは私 に一枚の しお りを くれ

る.そ の枝折 りには 「Footprints」 と い う

短い物 語が書 かれてい る.私 はそれを読 み,

神 の大 きな愛 に触 れ涙 が止 ま らな くな る.

〔第10日 目〕

紙数 の関係で ここで は省略す るが,ロ ル ナ

のいないときに,ガ ラスの鍋が大音響 とと も

に割れ るとい う事件が起 きた.結 局 は私 の傲

慢 さ とダーシ ャの意地悪 さが招 いた事で あ っ

た.ま だ利 己心が残 ってい ると反省す る.

『夢15』 大 きな家 に住んでい る.家 の外側

か ら見 てい る.大 きな外観 入 口,南 の国の

城 のよ うなっ くり,玄 関の壁か ら滝 のよ うに

水 が流 れていて素晴 らしい.私 は近所 の人 と

親 しむために自転車 に乗 って見て回 る.お 腹

を空 か しているホーム レスの男性 に御飯 とお
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かずを持 って きてあげる.そ の男性 はイ ライ

ラしていたが,私 はその人 をうけいれ,認 め

る.私 は仕事 にい く.職 場で は,人 が足 りな

くて困 ってい る.私 は帰 りにデー トの約束 が

あ るの だが,快 く,変 わ って仕事 を引 き受 け

る.

この 日,ロ ルナか ら次 のよ うに言われ る.

Inthisworldyoucanbecomea

spotlessmirror,inwhichtheholinessof

yourcreatorshinesforthfromyoutoa11

aroundyou.Youcanreflectheavenhere.

Nooneiswhereheisbyaccidentand

chanceplaysnopartinGodsplan.

TheHolySpiritteachesthatyou

alwaysmeetyourself,andtheencounter

isholybecauseyouare.

ASGodsentmetoyousowill,Isend

youtoothers.AndIwillgotothem

withyou,sowecanteachthempeace

andunion.

〔第11E旧 〕

『夢16』 私 は多 くの人 と旅行 を している.

私 は昼食を取 るために レス トランへ行 く.そ

れぞれの料理 を注文 し,ご 馳走 が出て くるの

を期待 す る.そ して ご馳走 が出て くる.す る

と レス トラ ンの女 主人 が次 の よ うに言 う.

「それぞれ の好み と選択 が異 な ってい るが ゆ

えにバ ランスが とれて良 いのです。」

〔第12日 目〕

『夢17』 「人生 はPLAYで あ る」 とい う

言葉 が出て くる.私 はPLAYは 遊 びか劇か

どち らの意味 だろ うかと思 う.っ ぎに声が き

こえ る.「 二っの眼か,神 の三 っ の眼を え ら

びな さい」 と.そ れで私 は神 の三っの眼を選

択す る.

〔第13日 目〕

『夢18』 夢 のなかで はっきりと人生 に期限

があ ることが実感 され る.

私 は海 の中 にいた.岸 まで泳 ぎ出 した.良

く泳 げた.

研 究 室 にT先 生(亡 くな られた同 じ学部 の

男性)が 居た.私 は彼が幽霊 であ ると知 って

いた.私 は 「幸せ にや ってますか?」 と尋ね

た.彼 は 「優 しくして もらってい るので幸せ

です」 と答えた.少 し後で,学 生 二人を連れ

てTの 研究 室を覗 く.確 か にTが 居 た.T

(幽 霊)が いると言 う事 を,学 生 が証 明 して

くれ ると思 う.そ してT先 生が本当 に仕事 を

愛 していたのだ と教え られた気が した.心 の

中で他 の先生 たちに,帰 りに飲み に行 く人 は

Tを 誘 ってあげて と思 って いる.

バ スに乗 る.満 員 だが工夫次第 で快適,余

裕 もある。青 い青 い空 …ふ と私 は この青 さは

海 なのか,海 を見 ているのか空 なのかわか ら

な くな る.そ れに して も青 に溶 けて しまいそ

うに自分 も透 明にな ってい く.な んて美 しく

快 いのだ ろう.

〔最後の2日 間〕

最後 の2日 間 はニ ューメキ シコを ドライ ヴ

し,小 さな町や店 を見 て回 った.メ キ シコ料

理 を満喫 しロルナの優 しさに甘 えた時 間を過

ご した.し か し,こ こへ来 るまでの ロルナ は

とて も厳 しか った.少 しで も利 己心 か ら発 す

る言葉 には容赦 な くどな りつけた.生 活 の仕

方,お 茶の いれ方 まで厳 しか った.ダ ー シャ

は苦 しみ抜 き,み るみ る痩 せて食事 も喉を通

らなか った.そ して,最 後 の ところが どうし

て も潜 り抜 けられなか った.

私 の場合,予 期 せぬプ レゼ ン トがあ った.

ロ ルナに指示 されて,3年 前 に亡 くな った父

親 に手紙を書 いた.ま る2日 間 かか った.す

こ しで も自己弁護 や ごまか しは許 されず,深

い真 の心が表現で きるまで何 回 も破 り捨 て ら

れ た.悔 しくて泣 きなが ら挑戦 した.こ んな

に集中 したの は生 まれて始 めての事 だ った.

っ いに,自 分 で も思 い もかけず,父 親 を どん

な に愛 し,誇 らしく思 え るかを一点 の曇 りも

な く書 けた とき,心 の霧 がはれわた った.そ

の手紙 は暖炉 で燃 や された.す ぐに母 親に手

紙 を書 いて,そ れ は送 った.内 容 はこんなに

素 晴 ら しい娘 を産 んで くれて感謝 してい るこ

と,愛 してい るとい うことだ が,そ の時 か ら

本 当 に自分 を愛 せ るよ うにな った.

これ らの体験 を通 して,究 極 の ことを学 ぶ.
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事 がで きた.鹽言 葉 に しに くいが,利 己心

Selfishnessを と りのぞ くことがすべ て の癒

しの根底 にある こと,そ れ こそが真の愛であ

り,利 己 心 の 対 極 に あ る の が.責 任

Responsibilityで あ るとい うこと,そ れ に

っ いて,知 的にではな く,体 験的 に,存 在 の

レヴェルで会得できた事が,大 きな収穫であっ

た.

4.考 察

(1)夢 についてのミニ考察

夢のそれぞれにっいて詳 しく考察をくわえ

ることはここの目的ではないので,夢 自体の

意味分析 は別の機会に譲 ることとして,こ こ

では主題のみ提示 し,そ の流れを感 じて もら

いたい.

夢1初 回夢に自分の残 っている問題をすべ

て一掃すべきことが暗示 されている.

2判 断,評 価が自分の中にあることを知

る.一 掃すべきは,自 分の怒 り,恐 れ,

罪悪感であることに気づく.

3依 存,権 威のテーマ

4看 板に偽りあり,権 威の実態 はあてに

はな らない

5本 物のプロもいる1本 質を後輩に伝え

る.

6権 威と不正に対する怒 り,抗 議

7原 点に立ち戻り,自 分の脚で歩 くこと

にする.

8無 責任に対する怒 り

9物 事が思うように行かない事への怒 り

10嫉 妬,操 作,自 己中心性のテーマ

11現 実原則をやれる強さがあり,無 意識

に触れても大丈夫の自信

12自 己欺瞞と男性不信 ・

13勇 気を出し,全 力で霊性へ入る

14意 識の広がり,霊 的自己,神 とのかか

わり,良 心のめばえ

15霊 的自己と他者の受容,あ りのままの

自分を受け入れる.主 体的決断

16そ れぞれの個性,選 択の尊重 とバラン

ス

17人 生はプレイである.神 の眼の選択

18人 生の有限性,仕 事を愛する幽霊 との

出会いから日常性へ回帰

1か ら12が 個 人的 な一掃すべ き問題であり,

13か らは自己中心性を抜 けた世 界 に接近 し,

トランスパーソナルな自己が現 れて きてい る

と言 える.

(2)利 己心 につ いて

結局 ニ ューメキシコのシャーマ ンが筆 者

に教 えよ うとした ことは利 己心(Selfishness,

Self-centeredness)を と り,自 己の深 い責 任

について気 付 く事 であ った.利 己心 は私 たち

の トラブルの根 にある もので ある.私 た ちが

思 ってい る トラブルは基本的 に自分 自身がっ

くった ものであ る.さ まざまな形 の恐れ,自

己軽蔑,れ んびん,自 己探求が,人 を動か し,

仕 返 し,報 復をする.そ して また傷っ き,傷

っ けられ る.利 己心 か らの解放 は単 に現在 の

対人関係の円滑 さを目的 に したもので な く,

憤 り,恨 み,恐 れの源泉 であった過去 の対人

関係,過 去の体験 の組 み替 え,っ ま り認知 の

変化を 目的 としてい る.「 利己心を捨てよ」

ということは,多 くの宗教家 が言 ってきたこ

とであ る.仏 教 において も 「諸法 無我 」 「小

我を離れて大我 にっ く」 とい う言葉 がこれ に

あて はまる,利 己心 とは小我 に当たると考 え

て良 いであ ろう.シ ャーマンと夢に導かれて,

こ の利 己心を取 り除いてい った とき,筆 者 は

っ ぎの こ とを会 得 で きた.自 分 がいか に神

(筆者 は信仰 している宗派 はな いが,大 いな

る生命,大 いな る神 とい う意 味で神 とい う言

葉 を使 いたい)に 愛 されてい るかジ守 られて

きたか,必 要 な ものはすべて与え られて来 た

とい うことを知 った..そ して 自分が神の一部

である ことも.す ると,す 球てがみえて くる.

い ま 自分 はなにをすべ きなのか,な にに集中

すべ きなのかが分 か って ぐる.私 た ちは,神

の よびか けに応 えてい くことが,自 分の使命

とな る.神 のよびかけを聞 き取 るために,私

たち はで きるだけ心 を虚 しくし,心 を開 いて
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いる必要があるのであろう.自 分が神の機能

のマ部であることが実感できれば,自 分の人

生を自分で操作するという迷いや葛藤がなく

なるであろう.筆 者はこれか らどんなことに

命を使 うべきなのかをじっくり考えようとし

ていたが,そ んなことは自分で考えることで

はな く,神 がよこすものを深 く見つめ,取 り

組んでいけば良いという事に辿 り着いたので

あった.仏 教の経典 『法華経』に 「不惜身命」

というのがあるが,同 じ境地と言える.

また,死 の恐怖が,神 を感 じた時に完全に

消えたということが,今 回の最大の体験であっ

た.恐 怖が消えるより,さ らに積極的に感謝

をして死を受け入れることができる境地を一

度でも体験できたということは,人 間の可能

性 として重要なことである.

(3)責 任

筆者がここでいう 「責任」 とは,道 徳的教

えでもないし,倫 理的な生 きかたの規則でも

ない.そ れは,生 きることの根底にある存在

論的構造め一部である.そ れは,利 己心 ・自

己中心性の対極にあるものである.利 己心を

取 り除いて行 くと,い かに自分が神に愛され,

生かされ,守 られているかが感じられて来る.

その時,人 は神 と対峙 し,生 きていること,

生かされていることにたいして,神 への責任

を感 じる.自 分を満たす責任,神 のよびかけ

に応える責任 ということが明確になる.

自分の存在にたいする責任,自 分の運命を

ひきうける責任ともいえる.運 命を引き受け

るとは,運 命の肯定的要素とともに,宿 命と

いう否定的な要素をもひきうけることである.

自分の存在に責任をどらないと,ま わ りに迷

惑を撒き散 らし,他 者をきずっけ,殺 し,破

壊 していく.そ して,ひ いては自分をも殺 し

てしまう.

AAの セレニティ ・プレイヤー(平 安の祈

り)の 中にも,筆 者のいいたい責任の意味が

含 まれている.出 典は明らかではないが,ヨ ー

ロッパ社会では昔か ら知られていたものであ

るらしい.

神さま私にお与え ください

変えられないものを受け入れる落ち着きを

変えられるものを変える勇気を

そしてその二っを見分ける賢さを

お わ り に

この論文では紙数の関係で,長 期海外研修

の期間に得た体験の一っを取り上 げて,夢 分

析のプロセスで生 じてきた洞察について考察

した.そ れは一言で言えば,利 己心 ・自己中

心性を真に取 り除 くことができれば,せ まい

自我から解放され,神 ・大いなる生命にっな

がった真の自己を見いだす事ができるという

ことである.そ して自分が何のためにいまこ

こにいるのか,何 をすべきなのかの解答が自

ら現れる.

この論文を書いているとき,こ れが トラン

スパーソナル 。セルフの自己実現であるとい

うことばが浮かんで来た.マ ズローは 「単に

健全な自己実現のほかに超越的な自己実現が

ある」 といっている.た しかに一般的な意味

で自己実現 しているかのような人格が利己的

で,自 己中心的であるという可能性 もあるだ

ろう.筆 者の言いたい自己実現とは,存 在の

価値,ト ランスパーソナル ・セルフを直接体

験できるような自己実現をさしている.こ こ

では,自 己実現にも二とお りの意味があるこ

とを示唆 して,つ づきは別の機会に論 じたい.
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